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参
加
者
は
代
議
員
23
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
18
人
の
合
計
41

人
で
し
た
。

教
宣
の
提
案
で
は
、
支
部
教
宣

部
員
の
選
出
方
法
、
メ
ー
デ
ー
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
審
査
、
本
部
機
関

紙「
け
ん
せ
つ
」の
減
紙
の
扱
い
、

本
部
教
宣
部
会
の
内
容
、
初
心
者

向
け
Ｐ
Ｃ
機
関
紙
教
室
の
開
催
に

つ
い
て
質
問
。
ま
た
情
報
戦
略
の

提
案
で
は
、
国
保
料
引
き
落
と
し

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
進

化
す
る
中
で
後
手
に
回
ら
な
い

か
、
Ｈ
Ｐ
の
統
合
と
は
支
部
Ｈ
Ｐ

を
廃
止
す
る
こ
と
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
の
体
制
構
築
は
い
つ
ま
で
に
行

な
う
の
か
、
本
部
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｈ

Ｐ
維
持
管
理
の
予
算
は
い
く
ら
か

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
制
度
化
の
提
案
で
は
、
常

任
研
修
会
の
費
用
補
助
の
金
額
、

労
働
学
校
に
つ
い
て
2
年
か
け
て

テ
キ
ス
ト
が
完
結
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は

印
刷
し
な
い
の
か
、
支
部
の
労
働

学
校
で
必
要
な
工
夫
と
は
何
か
、

「
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
」
読
者
会

の
イ
メ
ー
ジ
、
学
習
制
度
化
委
員

会
と
し
て
の
新
加
入
者
説
明
会
の

開
催
状
況
の
資
料
が
あ
る
か
、
と

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
経
験
報
告
は
、
足
立
支
部

が
「
新
聞
づ
く
り
学
習
会
」
で
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
編
集
長
の
学
習
会
を

行
な
い
、
こ
れ
か
ら
分
会
機
関
紙

を
発
行
し
て
い
く
条
件
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
八
王
子
支
部

が
「
全
分
会
機
関
紙
発
行
に
向
け

た
取
り
組
み
」
で
、
分
会
再
編
で

分
会
機
関
紙
発
行
が
後
退
し
た

が
、
分
会
新
聞
発
行
会
議
や
支
部

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
で
全
分

会
発
行
に
向
け
て
前
進
し
て
き
た

こ
と
、
北
支
部
が
「
北
東
分
会
機

関
紙『
北
東
だ
よ
り
』2
0
0
号
達

成
祝
賀
会
の
取
り
組
み
」
で
、
1

0
0
号
単
位
の
祝
賀
会
で
分
会
機

関
紙
発
行
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
し
て
き
た
こ
と
、
文
京
支
部

が「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
の
取
り
組
み
」

で
、
組
織
強
化
を
目
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
活
用
を
進
め
、
若
手
組
合
員
と

の
情
報
伝
達
ル
ー
ト
が
確
立
で
き

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
方
針
と
し
て
、
運
動
参

加
を
促
す
機
関
紙
活
動
、
機
関
紙

編
集
体
制
の
強
化
、
全
分
会
で
の

機
関
紙
発
行
、
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
促
進
、

幹
部
・
組
合
員
・
書
記
局
の
学
習

活
動
強
化
な
ど
の
課
題
を
確
認

し
、
最
後
に
1
0
0
号
ご
と
の
節

目
を
迎
え
た
19
の
機
関
紙
を
永
年

機
関
紙
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

4紙の永年表彰を受けた練馬支部の可兒部長（左）

公契約条例の現場報告をする渋谷支部の仲間

参
加
者
は
、
代
議
員
24
人
、
代

議
員
以
外
の
参
加
者
19
人
、
来
賓

3
人
の
合
計
46
人
で
し
た
。

小
坂
賃
金
対
策
部
長
、
松
本
副

委
員
長
の
挨
拶

後
、
来
賓
の
神

奈
川
建
設
労
連

・
吉
良
書
記
長
、

東
京
自
治
労
連

・
喜
入
書
記
長
、

建
設
政
策
研
究
所
・
市
村
専
務
理

事
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。議

案
提
案
後
、
足
立
支
部
が
公

契
約
条
例
前
進
へ
の
取
り
組
み

を
、
板
橋
支
部
が
分
会
・
群
で
の

野
丁
場
従
事
者
の
情
報
集
約
と
相

談
活
動
を
、
渋
谷
支
部
が
公
契
約

適
用
現
場
で
の
現
場
対
策
を
、
小

平
東
村
山
支
部
が
現
場
訪
問
・
宣

伝
行
動
を
報
告
。

本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
・
イ
ム
会
長
の
訴

え
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
、
組
合

員
賃
金
調
査
と
現
場
調
査
結
果
の

ズ
レ
に
つ
い
て
「
現
場
調
査
は
組

合
未
結
集
の
仲
間
が
い
て
異
な
っ

て
く
る
。
ズ
レ
は
検
証
」、建
退
共

証
紙
受
け
取
り
の
迅
速
化
の
要
望

に
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
導
入
に
合
わ
せ
て

簡
略
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
全

建
総
連
に
も
要
望
を
伝
え
る
」
。

丸
の
内
3
―
2
現
場
宣
伝
の
竣

工
前
8
月
末
終
了
に
つ
い
て
、「
行

政
や
元
請
と
の
交
渉
状
況
を
踏
ま

え
首
都
圏
労
組
と
協
議
し
決
め

た
。
終
了
後
竣
工
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
や
元
請
、

行
政
と
も
交
渉
を
行
な
い
現
場
改

善
に
努
め
た
」
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

現
場
の
予
算
消
化
と
不
払
い
懸
念

（
仲
間
か
ら
「
予
算
が
尽
き
て
き

て
い
る
」
と
情
報
あ
り
）
に
「
都

が
予
備
費
4
0
0
億
円
を
減
額
し

た
経
過
あ
り
。
不
払
い
案
件
は
あ

が
っ
て
い
な
い
が
、
状
況
把
握
に

努
め
る
」
と
答
弁
。事

業
所
所
属
の

野
丁
場
従
事
者
の

結
集
は「
ま
ず
は
、

事
業
所
と
の
接
点

を
強
め
て
い

く
」
、
事
業
所
・

事
業
主
に
向
け
て
「
経
営
環
境
を

整
え
る
制
度
・
政
策
を
提
案
、
本

部
と
し
て
も
事
業
所
支
援
を
強
め

る
。
働
き
方
改
革
も
あ
り
、
事
業

主
組
合
員
に
は
健
全
な
雇
用
環
境

の
重
要
性
を
伝
え
る
」
と
答
弁
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
会
議
へ
の
現
場
従
事
者

の
参
加
と
、
本
部
行
事
と
重
な
ら

な
い
会
議
日
程
要
望
に
「
従
事
者

の
生
の
声
を
持
ち
込
め
る
よ
う
に

し
た
い
」
「
日
程
調
整
に
苦
慮
し

て
い
る
が
、
参
加
し
や
す
い
日
程

を
検
討
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

新
年
度
方
針
（
年
収
7
2
0
万

円
獲
得
、労
働
協
約
、現
場
・
オ
リ

パ
ラ
対
策
、
公
契
約
条
例
制
定
・

推
進
、Ｐ
Ａ
Ｌ
運
動
強
化
、不
払
い

対
策
と
建
退
共
、
部
会
と
書
記
局

員
の
学
習
教
育
）
を
含
む
議
案
の

仮
承
認
を
受
け
、終
了
し
ま
し
た
。

石川議長

山川議長

住宅センター活動を中心とした仕事確保の
取り組み報告をする板橋支部の仲間

参
加
者
は
代
議
員
33
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
は
15
人
、
来
賓

1
人
の
合
計
49
人
で
し
た
。

は
じ
め
に
芳
井
職
域
対
策
部
長

よ
り
挨
拶
。
本
部
役
員
を
代
表
し

て
年
森
書
記
次
長
、
来
賓
の
徳
森

全
建
総
連
住
宅
対
策
部
長
の
挨
拶

後
、議
案
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

総
括
で
は
、
住
宅
デ
ー
等
職
域

防
衛
、
住
宅
セ
ン
タ
ー
や
共
同
受

注
等
の
受
注
対
策
、
リ
カ
コ
や
防

災
の
活
動
な
ど
職
域
対
策
部
に
名

称
変
更
し
て
1
年
目
の
活
動
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
経
験
報
告
で
は
、
①
板
橋

支
部
「
板
橋
支
部
の
仕
事
確
保
の

取
り
組
み
、
住
宅
セ
ン
タ
ー
活
動

を
中
心
に
」
②
港
支
部
「
港
区
家

具
転
倒
防
止
器
具
取
付
事
業
の
取

り
組
み
」
③
西
東
京
支
部
「
小
学

校
通
学
路
で
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
の
3
つ
の
経
験
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
2
0
1
9
年
度
方
針

と
し
て
、
①
第
42
回
住
宅
デ
ー
の

取
り
組
み
を
5
目
標
達
成
と
と
も

に
地
域
の
信
頼
を
深
め
成
功
さ
せ

る
②
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
前
進
③
自
治
体
・
国
に
対
す

る
制
度
要
求
運
動
④
住
宅
セ
ン
タ

ー
活
性
化
と
共
同
受
注
組
織
の
検

討
継
続
⑤
リ
カ
コ
の
会
員
拡
大
と

事
業
の
充
実
な
ど
を
提
案
。

提
案
後
、
質
疑
討
論
へ
移
り
、

の
べ
9
人
の
仲
間
か
ら
、
質
問
や

意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

板
橋
支
部
の
住
宅
セ
ン
タ
ー
活

動
、
港
支
部
の
家
具
転
倒
防
止
器

具
取
付
事
業
、
予
算
執
行
率
が
低

い
こ
と
へ
の
質
疑
、
高
齢
化
等
各

支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
課
題
、
災
害

時
の
備
蓄
と
受
入
施
設
の
問
題
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
、
リ
カ
コ
、
空
き
家
対
策
の
推

進
な
ど
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
共
同
受
注
・
集
団
施
工

体
制
設
立
検
討
に
つ
い
て
、
目
黒

支
部
や
杉
並
支
部
な
ど
か
ら
「
設

立
あ
り
き
な
の
か
」
「
支
部
住
宅

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
」
問
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
は
、
「
設
立
あ
り
き

で
は
な
い
。
少
し
ず
つ
各
支
部
住

宅
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
集
約
し
な

が
ら
進
め
る
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
芳
井
部
長
よ
り
討
論
の

ま
と
め
の
後
、
2
0
1
8
年
度
総

括
・
2
0
1
9
年
度
方
針
を
満
場

一
致
で
採
択
し
、終
了
し
ま
し
た
。

木下議長

求

人

議
長：

寺
山
邦
裕
（
台
東
）

〃：

石
川
雅
昭
（
杉
並
）

書
記：

喜
多
正
之
（
杉
並
）

教
宣
・
学
習
制
度
化
分
科
会

教
宣
・
学
習
制
度
化
分
科
会

全
分
会
で
新
聞
発
行
を

議
長：

宮
澤
和
也
（
府
中
国
立
）

〃：

木
下

聡
（
町

田
）

書
記：

大
野
克
彦
（
八
王
子
）

職
域
対
策
分
科
会

職
域
対
策
分
科
会

永
年
発
行
は
大
幅
増
の
１９
紙
に

共
同
受
注
・
集
団
施
工
に
向
け

段
階
を
踏
ん
で
進
め
る

賃金対策分科会賃金対策分科会

年
収
７
２
０
万
円
獲
得
へ

ま
ず
は
事
業
所
と
の
接
点
強
化

議長：伊藤賢司（新宿）
〃 ：山川利春（狛江）
書記：小田井穣（狛江）


